（法第２８条第１項関係）

２０１５年度事業計画書
　　　　　　　　　特定非営利活動法人京都教育サポートセンター
１　事業実施の方針
　当法人は、設立１４年目の事業年度を下記のように実施します。
· 学習サポート事業

· 個別指導による基礎錬成・高校卒業程度認定試験受験・高校大学受験などに対応したサポートを行う。個別指導であるために年齢は関係なく現状の学力から目標（進学・復学・高認取得）に向けて期間設定と併せてカリキュラムを作成し実施します。
· 小学校低学年の発達障害を対象とした「ことばのがくしゅう」を実施します。PCソフト「KOTONOHA」を中心に用いながら言葉を「文字」「音声」「画像」の３つの観点から連動して覚えていくことをするプログラム。
· 居場所提供事業
· 毎週火曜日～土曜日の９時半～１８時の間、居場所として事務所を利用していただき自由に過ごしていただく。過ごす中で他人との関わりをしながら気づきを得て、社会的自立に向けての勇気と自信を培うお手伝いをします。

· 学校に通えているけれど、親が共働きなどによって学校終了後の自宅にお子様のみの時間がある方に対して学童保育的に居場所利用していただく「お預かりコース」を同居している個別指導学塾と連携して実施します。対象は小学生以上。

· フリースクール事業（レクリエーション事業）

· 「アポロ事業」年間を通して社会的活動やレクリエーション活動を実施して他人と関わること。様々な経験を得ることを目的とします。
· 「集い場事業」２０１５年3月までNPO活動時間とは別に居場所として、集まった人で計画をしてレクリエーションを実施する場所として2年目の運営をいたします。この事業は利用生の有無を問わず誰でも利用が可能です。また派生としてすることが決まったテーマで居場所として集まれる「集い場○（サークル）」事業も２０１５年９月より活動開始します。当初予定は「学食Walk」「バスで京都散策」「ボウリング部」「麻雀部」既存の「ものづくりかふぇ」で実施します。
· 各種相談・訪問事業

· 当所へ通うことの有無は問わず不登校・ひきこもり・学校中退などの若者に対する当事者・支援者への相談を随時実施します。

· 年で何回か事務所以外の場所で相談事業を実施します。

２　定款に基づく事業の実施に関する事項
　(1) 特定非営利活動に係る事業
	事業名
	事　業　内　容
	実施
日時
	実施
場所
	従事者

の人数
	受益対象者
の範囲及び
人　　　数
	支出額
(千円)

	不登校等の青少年に対する総合的な学習支援事業
	· 不登校の状態で学力不振の状態にある生徒等に対する学習指導の教室設置および運営

· 不登校の状態にある生徒等に対する家庭学習指導員の派遣による訪問支援

· フリースペースを提供し、不登校等の状態にある生徒等に対して、自立した社会生活を目指すための総合支援活動

· 社会的自立へ向けた社会性の向上を目的とした総合プロジェクト活動

· 環境整備目的の総合的活動
	随時

随時

毎週火曜日から土曜9時半～1８時

随時
毎月第２金曜日
	事務所

京都府下

事務所

事務所

周辺施設など

商店街周辺
	２０
１
２０
２０
２
	生徒３５
生徒５
生徒３５
外部８
生徒３５
外部８
生徒２
	３５０
　



	不登校等の青少年に対するレクリエーション事業
	· 自立支援活動「アポロ」として各種レクリエーション活動を行う

· 「集い場」事業

· 「集い場○」事業
	随時

年間２０日＋集い場○　各サークル８回×５
	事務所

京都府下

事務所

他
	２０

　　４
	生徒３５

外部１０

生徒のべ

１５０人

外部のべ

１００人
	１２０

５００

	不登校等になった青少年に関する相談及び支援事業
	· 不登校等の状態にある生徒の保護者に対する相談

・不登校・ひきこもりの状態にある若者に対する本人または保護者に対しての家庭訪問（相談）活動


	随時


	事務所

京都府下


	２

２


	保護者８０

保護者３


	３０

合計


